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大人から子供までわかりやすく説l鵬'ｉｎ､好評だった乳牛審査講習会
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中
標
津
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の

優
美
さ
と
改
良
の
成
果
を
競
う
◎

＝ 

エ

一二一
一』 ■ 

「＝、
凸

中
標
津
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

忠イっも１%ｊだぞ落区’粉’十熊たト根ヨに
いンて多，１Ｍ：１１きれ」山・リ仁に［)ｑ容稀・ヅ室ウよ’'１
まのおくと，」まシ区腱イも行竝牧ＴＩｆフ地がり標
す優ら他なはしヨ・】'：’好なを人ｒｉを’ｘｌＪＬ１まｉ'１
.美れ,,,Ｊり気たウ販路ク評わ的氏にき家）］す乳
さ、か、温・に野恵イでれ確が（よつ帯二、’卜
が［,１らごも花Ｉﾘ’災’し、かあ、てｉｌｊ１‐’１１改
感係も米」世を美さンたⅡ｝つた標’Ⅱ'場ＬＪ標良
じ１１tお場が添さんに。品スリ茶｜'';に’］ilrl1i］
らホ兄さりえん、はま荷ピノLllIIさてホＢ忘
れルえれ外てが第２!’た、’部酪れ符ク＆会
たスにたでいそ二,'１%、米デ’'１］腱まｌﾉﾘﾚＷｉ§
とタな〃のたれ俣地デ場イｌｌＬ１家しのンシ１１＃

入賞牛グランドチャンピオン

ベストアダーチヤンピオン

リパービレッジホープレクサスザ・

シニアリザーブチャンピオン

サニーデールプリシーレクサスｌｊ・

ジュニアチャンピオン

ハッピーランドソーニマデルモアクリスタンサ

ジユニアリザーブチャンピオン

アースイーストスターバツクレデユークサ

プレミアブリーダー･プレミアエキジピター

祈人蝋鈴木達也氏、蒋些秀樹氏

川村 MLと氏

lﾉﾘ〔''三Ijii Z氏厄＝■

協嶋傭iW[氏

佐々木昭雄氏

IlliI1i原」１２氏

ユーモア交え､わかりやすく説明。 た炎ノＬとた人を原左〃人ス室テ良
し流ま１７｡ま炎１１：ど,ｉｌｆ、が夕地イliT］作
ま合しをジでえ氏瀞li1li濡参イ区ン志の
しがたいヤ解楽がイｆに在加ン家グ会１１
た催･鍬ツリし解さはにしク瀞がｉ２だ
゜さ剛・ジやくｌ）ｉＬ」こつ、ラllf、Iii1ま
れ会ｆｌｆンす説やて海いホプ場ｌｌｑに’）
、後にグかlﾘ}すいiiiしてル、にⅡよの
がは福でつさくまナ学ス１１Ｍてこり’'１
の,焼付はたれ、すシぴタ係会}ま、
－き稔イミと、か：'１ヨまイ荷ｉｌ１１す’'’
１１１ノリ氏経の1..つ会ナしンな、ホパ機
ををが藤,ili供ユ且ルた雌どＪクｌｉＩｌ
ｉｉｌ'１iIj}１受、１２'１かＩ.シ゜'卜約ｒレン乳
｜')【んｆｉ経でらモリｌｉｉヨの／《ホンミ′|：
いでざ産し人ア１１ニウ兄ｌ‐ル根ｌ故

●乳牛審査講習会

２ 



生菌数削減の３つのコツ

北根室地区農業改良普及センター

｜
、
細
菌
を
混
入
さ
せ
な
い
搾
乳

樅
乳
へ
細
繭
が
拠
人
す
る
危
険
が
一
溌

満
い
の
は
、
搾
乳
の
時
で
す
。
搾
乳
前
処

珊
に
よ
っ
て
「
乳
頭
Ⅱ
の
細
悶
レ
ベ
ル
」

を
雌
小
阯
に
す
る
こ
と
か
凧
鍵
で
す
。
そ

の
た
め
仁
は
、
－
寧
な
乳
蚊
の
澗
拭
や
、

プ
レ
デ
ィ
ッ
ヒ
ン
グ
の
実
施
な
ど
を
葱
搬

的
に
行
な
い
ま
し
と
う
。

二
、
ミ
ル
カ
ー
の
洗
浄
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク

Ⅲ
勅
洗
浄
シ
ス
テ
ム
が
、
服
備
に
機
能

し
て
い
る
か
ど
う
か
の
点
検
が
必
艇
で
す
。

炎
．
の
チ
ェ
ソ
ク
ボ
ィ
ン
卜
を
凡
て
、
洗

浄
が
良
好
か
ど
う
か
雌
認
し
て
ｒ
さ
い
。

三
、
定
期
的
な
ゴ
ム
類
の
交
換

ラ
ィ
ナ
ー
ゴ
ム
や
ミ
ル
ク
ホ
ー
ス
な
ど

の
ゴ
ム
航
の
劣
化
に
よ
る
ヒ
ビ
馴
れ
は
、

細
櫛
の
蝋
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
肺
Ⅱ
、

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
筵
川
交
換
を
笈
施
し
ま

し
ょ
う
（
ザ
典
六
）
。

表１ミルカー洗浄のチェックポイント

（兄つけにくいi倒し筒所）

Ｚ､ 

チェックポイント

洗汀１１の仙川状nIl

クロー・レシーバージャーのlﾉﾘ柵（'ザ１１〔１２】

パルクの排出コソク・アジテータの羽部分

タンクＭ１ｊのljⅢや投入l「ブタの，L(1111（:'[ｎＺ３）

送乳ホースの|ﾉﾘＩＭＩ・光（'伊｣j“!）

ﾐルクタッフ（:リＩＬ５】

饒誓電電好

動
王

】 ￣ 

－■￣ 

Ｎ－－ 

狼i1il

－
１
 鍵

Ⅱ 

|－ 
岳

の己

K薮；

内■

'１ ||‘ 
Q■ 

△ 

1J７ 

一

（ 

Nii鑿
』 巴

i蕊竺i露i】
■■■ 

！･･＝･ぜ■■ 

1．クロー内部の汚れ ２．レシーバージャー内部の汚れ ３．投入ロフタの裏側の;号れ

鋼W；

■■ 

Ｉ 

５－ミルクタップの汚れ ６．ライナー内のヒピ及び汚れ４．選乳ホースの先の汚れ

３ 

チェックポイント

洗ﾊﾟ']のＩ幻'１状粉'1

アロ・‐・レシー‐バーージャーのlﾉﾘ柵（,ザ｣!〔1.2）

ルクの排｝Ⅱコック・アジテータの羽部分

ンクI2iljのljLや投入１１ブタのｊ２ｌｌＵ１（:限lu3）

乳ホーースの|ﾉﾘ部・光（,Ｗ“!）

ミルクタッブ（Tjz｣，(５）

霧欝侈学一・

ii:iiiii鍵lli1ii:i霧



Ｂ
Ｓ
Ｅ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
受
検
促
進

緊
急
対
策
事
業
及
び
Ｂ
Ｓ
Ｅ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
円
滑
化
対
策
事
業

牛飼善 農 場

･対象牛

２４ケ月以上の廃用牛

･出荷調整助成金（国》

肥育牛２万円／頭

廃用牛８千円／頭

肉用子牛１万円／頭

|輝

食肉衛生検査所

(と畜場）

扉、

･生休検査

・スクリーニング検賓

(エライザ法：ｳｴｯﾄ法〕

い
･検査合格

食肉流通事業実施期間

平成13年９月１９日～14年３月３１日

そlL,=LiiiIj廃用牛流逼
緊急推進事業
の仕組み

ノー、

《国》と畜料助成

１３，０００円

《国》運搬料助成

４，０００円

や
畜と 場

竜己

(国》価格補填

② 

３７，３００円

農協。系統連合会 や

百Ｇ戸

乳用種４万円

①＋② 

肉用種５万円

ｮ□戸

酪農家。肉用牛繁殖農家事業実施期間
平成14年２月１日～15年１月３１日

４ 



巳冒Ｅ対策酪農互助システム支援事業

①積立(拠出）①助成

農畜産業振興事業団 中央酪農会議 生乳生産者ヨ ￣ 

Ｉ １銭／生乳k９２億円

可

②ＢＳＥ対策酪農互助システム地域協議会

・協力農家の選定

・導入候補牛のリストアップ

・発生時の地域での取組

庁引

』

③代替牛購入代金

５０万円／頭(時価）

協力要請

普及・指導

（国３：生産者１）

④経営継続費

１０万円／頭

協力農家

|導入候補牛ﾄｰｰｰｰ

← 

(国３：生産者１）
￣－ 

■￣■￣￣■￣口■￣￣￣－
－ 

…~へ---二二三二三二＝
ＢＳＥ発生農家

③＋④＋⑤＋⑥ 

協力農家

|導入候補牛ト…．

llIFHjif 
一

一一一一一一一一卸■■二
戸口

↑ 
⑤北海道ＢＳＥ支援対策

・１人当り月１０万円

・最大５カ月限度

・個人経営３００万円

（１戸法人含む）

更似患畜牛の補償

･同居牛など刹処分

･評価額の８割を国、

家畜共済で残り２割

協力農家

|導入候補牛「

ザ

＝ 

鮠
①
②
③
④

原資は生産者団体が拠出する拠出金と国の助成金

地域ごとに互助協議会を結成

ＢＳＥが発生した酪農家が代替牛を購入する際の支援

経営継続に必要な資金の援助

事業実施期間平成14～18年度

５ 



ＢＳＥ関連対策

緊急優良経営後継牛資源確保対策事業

１.事業の基本的な内容

保翻、または導入した乳用種雌｣'二が、乳111種雌十ﾉﾄを出産した場合は、出産したlﾘ：

牛１頭?I↑たり30,0001'１以内の優良後継牛確保奨励金が交付されます。

（事業対象は１V:牛）

ＪＡによる現地確認一一→（保留、または導入牛）
へ

（}{｣,ｲﾋ後２カ月経過時)へ、 Ｊ 

（出生雌子牛）１４ｲ124月１１Ｊから15年３月３１ロの１１Mに′|ミ

〆=､

まれた、ホルスタイン純粋種の雌子上}二

２．事業の対象になる生乳生産者の主な要件

①廃１１}'卜の出荷計Ｉｌ１ｉｌ

②''１，荷後の乳用種IIljMこの保留、導入計両

③係fW、導入予定牛の分娩計画

④廃肝'三('１，荷後の経産牛頭数が、｛''１荷|iiiの経産牛頭数を下｢iilっていないこと

⑤14年度の純枠種\Ｕロム'二の種付率が、111%ね５鱒１１以上になっていること八Ｆ盃

３．事業取りまとめは後日連絡いたします。

平成1'1年蘆加工原料乳生産者補給霊単価などについて

(案）

(12成LIｲﾄﾞ度）

１１．００１U／k２ 

ｶﾛｴ原料乳生産者補給金単価

（12戒13ｲﾄﾞ度）

１０．３０１｢|／ｋＨ－－－→ 

ｉ 

(対iiijｲﾄﾞ比）

(＋７０銭）

２．限度数料（量）

（12成13ｲﾄﾞ1幻（12成llflｴ皮）

２２７ﾉノトン＞２２０〃トン

(ﾉ(J前ｲﾄﾞ比)

(▲７〃トン）

６ 



平成114年度用途別原料乳価糟

生乳受託販売特別委員会及び生乳受託販売委員会において､本年度の基本方針が決定されました

①lIj場の実態を踏まえるとともに、酪農経営の安定が図れる生乳取引を行なう

②「ｲ;||対1lxﾘ|を基本とし、乳製,'１１１，価格需給lW1fⅢなどの11J場実勢を反映した、透lﾘ|性のある生乳｣Ⅸ

リ|につとめる」が決定され、力ll-mj]取り|会社の交渉が1)H始された

上記決定に基づきｶﾛｴ向取引会社との交渉内容は

⑦学校給食|(ｌ

北海道による入札時期とのljM係から、１３年度価格据置きでiルィｉｆを灰|る

①加_'二原料乳

酪農乳業情報テンターが公表する乳製品Ｉｌ１Ｉｉ格、濡給動向などのilJ場実勢データーを参照し、現

１｢価格以上で交渉を取り進める

⑦牛クリーム等向、チーズIfiI

l腱1逆対策の措鵠状況を踏まえ、交渉を１Ｍ）進める

④飲川向

府県広域指定I矛１体、全lKl連などの交渉状況を踏まえ、交渉を｣'又')進める

⑦北海道酪農体質強化対策:1｛業

化乳と{：1鼈鍵盤の拡大に向けた具体的かつ効采的な対策について、乳業とhI職を進め協ﾉjを求める

以Izによ')力I11Z向取り'９札と、酪農乳業情報センターから公表された各種データーに基づく試

`il:を行ない、桁力的に交渉した結果、加~[原料乳価格は11銭|i尚上げになる兄辿しとなっています。

Ｅ刊

戸可

北海道酪農強化対策費
この対策!【は、各乳業メーカーより拠出さｵしていますが、１３年１２期の生乳Ｌｌ２雁が低迷していた

ことから、』'二乳噌産対策として13年度|く期受託乳1,tに対し、次の通り交付されます。

①支払単Illli（受託\LIt）

｝iii年ﾘさ紘丸l比101％以上 ４２銭６厘５毛／kｇ

〃 １０()q6以｣２～101％未ilMi40銭／kｇ

〃 100％未満３()銭/1<ｇ

②支払)１１１１４年４)13011（-J<定）

③ＪＡ１Ｉ１標１１k下>Ｉｔ１０１孔1,ｔ

56,034,115kｇ（13ｲ'二10)ｊｌⅡ～14ｲ'二3｢１３１[l）

53,359,709kｇ（12年101J１１J-13年３１１３１日）

iiiiｲ|：対比10590になり、２銭６１１１(５１E／kg墹額されます。

７ 
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’ 
さ
さ

酩
幌
地
区
筒
井
辰
也
・
文
代
さ
ん
大
典
典
女
彩
月
ち
ゃ
ん
（
鵬
七
カ
ｍ
川
）

広氏

』

⑭ 

目指せ第２の､ZONE"!？

存
閥
澳
ノ
・
桜
の
開
化
Ⅱ
前
の
今
Ⅱ
の
人

気
勝
は
、
幣
幌
地
区
・
筒
圷
腫
也
さ
ん
宅

艮
久
・
彩
川
ち
ゃ
ん
で
す
。

皿
常
ｎ
毛
に
価
っ
て
の
収
材
で
す
が
、

今
川
は
女
性
部
の
汀
蛎
に
参
加
し
た
マ
マ

の
文
代
さ
ん
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で
の
取
材
と
な
り
ま
し
た
く

こ
の
Ⅱ
の
彩
川
ち
ゃ
ん
は
、
家
と
は
勝

脹
の
迷
う
場
内
を
所
狭
し
と
歩
き
ま
わ
り
、

H￣、 紡
人

艸
段
Ⅱ
に
し
な
い
機
器
緬
に
興
味
沌
辨
ノ
・

マ
マ
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
間
に
、

階
段
を
外
っ
て
「
階
の
窓
か
ら
外
を
眺
め

た
り
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
遊
ん
だ
り
、

す
っ
か
り
場
内
を
散
策
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
機
の
前
に
噸
っ
て
、
流
れ
て
く
る
宵

楽
に
合
わ
せ
て
体
を
縮
ら
し
て
跡
っ
た
り
、

パ
チ
ン
コ
台
で
遊
ぶ
マ
ネ
を
し
た
り
、
と

に
か
く
元
気
典
く
励
さ
ま
わ
っ
て
い
ま
し

た
よ
。

杵
段
、
家
の
中
で
の
彩
川
ち
ゃ
ん
は
、
お

人
形
で
遊
ん
だ
り
、
お
も
ち
ゃ
の
マ
イ
ク

を
持
っ
て
歌
っ
て
み
た
り
、
マ
マ
川
く
遊

ん
で
い
る
の
か
ケ
ン
カ
し
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
吋
搾
に

遊
ん
で
い
た
り
、
人
好
き
な
照
れ
雌
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
こ
つ
そ
～
リ
、
聯
か
Ｉ
に

二
人
で
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

な
ん
だ
か
光
駿
が
Ⅱ
に
杼
か
ぷ
よ
う
ね
！

こ
れ
ま
で
の
彩
川
ち
ゃ
ん
は
、
家
族
が

心
配
す
る
よ
う
な
病
欠
も
全
然
な
い
し
、

人
兄
知
り
す
る
級
で
も
な
く
、
こ
れ
と
い

っ
て
手
が
か
か
ら
な
い
彩
川
ち
ゃ
ん
。
そ

ん
な
彩
Ⅱ
ち
ゃ
ん
の
将
求
に
期
待
す
る
こ

と
は
？
と
、
マ
マ
に
，
罪
ね
る
と
「
う
～
ん
、

好
き
な
伽
さ
せ
る
け
ど
、
職
う
こ
と
が
好

き
み
た
い
だ
か
ら
、
辮
二
の
“
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
，

を
Ⅱ
指
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
で
も

さ
せ
よ
う
か
し
ら
Ⅳ
～
笑
～
」
な
ん
て
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

家
族
み
ん
な
の
愛
情
を
《
杯
受
け
て
行

っ
て
い
る
彩
川
ち
ゃ
ん
ノ
今
か
ら
、
お
職

の
純
稠
を
．
化
懸
命
し
て
〃
Ｚ
Ｏ
Ｎ
旧
”

Ⅱ
脂
し
て
域
張
っ
て
ね
ノ
・
川
昨
し
て
い
る

よ
～
。

'８ 



昨
年
二
月
に
「
北
海
道
農
業
川
廃
ブ
ラ

迩
服
処
理
協
力
此
認
定
講
縛
会
」
を
受
撤

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
プ
ラ

適
正
処
理
に
つ
い
て
の
赫
稗
で
し
た
が
、

こ
れ
を
取
り
巻
く
法
や
規
制
が
別
の
環
境

保
全
分
野
に
及
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

国
が
環
境
に
対
し
て
様
々
な
施
策
を
行
な

う
中
で
、
新
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
一
方
、

膿
家
佃
々
が
一
経
憐
体
と
し
て
営
農
し
続

け
て
い
く
ｆ
で
、
そ
れ
を
「
知
ら
な
か
っ

た
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
状
況
に
な
る
の

は
必
掻
で
あ
り
ま
す
。
今
川
か
ら
数
川
に

わ
た
っ
て
環
境
に
対
す
る
凶
の
考
え
方
、

農
村
環
境
と
の
凋
和
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
の
で
、
瓶
業
粁
と
し
て
取

る
べ
き
ス
タ
ン
ス
を
円
確
認
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
蕪
い
で
す
。

二司米さ成社の）,Ｌ〃と決
成11,V当れ‐し全発つやいす多

ｆ蝿議i鱗；
股形イ包、がの天イけ適さ楯
;臘締li縞蝋悪舷環
イ進法サ+ら制源タ<皿IＩ歴型

蝋;;雑iil
卜十＜以行１厄型物がリル解

漏

杣
公」

獅瀞識
叙錨難獺li2鮴

廃
棄
物
の
種
類

廃
棄
物
の
定
錐
に
つ
い
て
は
廃
棄
物

処
叩
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
（
Ｎ
）
の

よ
う
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

膿
堆
に
つ
い
て
も
．
総
憐
体
の
猟
柴
活

励
に
伴
い
、
排
川
さ
れ
法
で
定
め
ら
れ
た

も
の
は
産
業
廃
薬
物
扱
い
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
家
滞
ふ
ん
尿
や
ビ
ニ
ー
ル

に口

おｉＩＪで場な
り化たあ谷ど
、しだろ（よの

#W,;鱸
源す′l：識的千
とる利がにツ
しこ］１１必すク
てと’１「班べ類
家も能とてが
蒜求なな’篭｜#
ふダ）物リ業川
んらはま礎さ
14（れ極す乗ＩＩＬ
をて〃・物た

Ａｌ’んれンてにいなよ父′１２厩川のｊ(ＩｉｉｌＩミ静ま料はきい柄

溌雛鱗溌Ⅲ

て
① Ｆ可

廃棄物の種類(図,】
、

′＜市町村の処翌頁丘＞

－|(爾颪ご繋不是鍾ど)’
ヨ亀寧ト

ト
“》》＋護 ￣ 稲大ごみ

事茶系
三み

ｉｉｒのまい
へ処す〃６
次１１Ｍ゜liiリ

ヘ’'１１Ｊ〔雌が
文へＩＦ業i没
・縦が廃け
協<ｌｌ１１乗ら
ﾉﾉぢわ物れ
典れにる
Ｉまつこ
余ずいと
Iililのてか
Ｉｉ１ｌでは糘
典ご‘|『え
野ｉｉｉ業ら
￣‘獣椅れ

Ｉ’ 特別管理一般歴染物（※Ｔ】
｣ 

生

廃蕊物ト
＜頭峯者の処理責任＞

」産業廃巍物’，｜事蕊活動に伴って生じた廃蕊獅のうち溌令で定…た'９緬麺(※2）

」祷別靜理塵謹座襄物(※3）

(※１）煙尭往､毒性､感染懐その他.人の位厩又Iま生悪、境に係る被曹畜生する恐れがあるもの。
(※２）慾えがら､汚泥､廃油.腰鹸､漢アルカリ､廃プラスチック鰯.綴ぐず､木くず.纏篭くず_動物性残漬､ゴムくず

金属ぐず･ガラスくず及び陶澄器くず.随さい､がれき類､動物のふん鼠.動物の死体､ぱいじん､上記１８顕頚０，
産業饒棄物を処分するために処理したしの。

(※３）煙発柱､器性､感染性その他､人の極蔵又は生活111境に係る被害を生ずる恐れがあるもの。
(資料＝環塊省）
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第13回酪農ヘルパー利用組合

通常総会
傷
病
時
互
助
会

積
立
金
を
改
正
し

第
十
三
回
中
標
津
町
農
協
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
通
常
総
会
が
四

月
十
九
日
、
農
協
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

’ 
Ｐ■ 

－．.圏議
■! 

安定
し
た
互
助
会
に

1蒸織職緋#灘;,'１

織蝋i澱騨Ｉリ几応ｌ］ＩＨＩ，湛縦、.組合

｜こく'二・ノＭ、しに俵ル’'１会

、、｜Ｉ、金か’111の灘醗;,ｉｌＤ１Ｉ…鯛

Ｆ=、

。

酪農ヘルパー利用料金
１日当り

２名対応派遣対応 １名対応

ﾉｰ、 ３０．０００１リ（外税）jjn常ｋｌｌ芯 １５．０００１１１（外説）

１８．０００１】１〈1ﾉﾘ説） ３６．０００１１１（1ﾉﾘ税）枠Ｍリｋ､Ｉ応

１１．５００１'１（内税】 ２３，０００１１１（|ﾉ1脚】傷病ズiｌ応

１６．０()０１１１（外税） ３２．００ＯＩＩ｝（外税】'蝋ｆｌ１ｋｌ応Ⅱ 

３０分

２．()ＯＯ１Ｉ１（外税）
３０分

ＬＯＯＯ１ＩＩ（外税）
時ｌｌｌｌ外対応

llIT1 

１１．００OII］（外税）
l[''１ 

５．５００１【］（外税）
ｎＩｌＩ粋ガリハｉＬｉｊ

◇日中特別対応

・作業内雰

・作粟時IHI

柴及び除誕作業に限る

Iﾘ｣ﾉﾘとし、次の１１#Ⅲ１１ﾉ1に処､Hできるものとすを

:00～１２:００ 

:00～３:0０ 

給餌１１：

２１]#'''’ 

'１二iiijlo

'１２後１

fiInI料給'ﾉｰ・lI11iTf・除誕などの[]鮒作業代ij

ll繩11以|ﾉ､］（,Iiルタ各３１Ｍ１１]30分）

○業務内容

○稼働時間

搾乳・

IＨ７ 

１０ 

■ 

派遣対応 １名対応 ２名対応

jiｎ術吋応 １５，０００１１１ ﾀﾄ説） ３０，０００１１（ﾀＮｉ 

特ＭＩｌ対応 上８，０()０１】Ｉ 1ﾉﾘ説） ３６，()０ |リ（1ﾉﾘﾄﾞ

|鰯病ズｉｌ１,iｌ １１，５()０１'１ 1ﾉl税） ２３，００ '1１（1ﾉ､１１１ 

'［ｆ１１ｋ､Ｉ応ｌ」 １６，０()０１１１ 外税） ３２，００ }'１（ﾀﾄ説〉

時ｌｌｌＩタトノ(ｉｌ応
３０分

ＬＯ()０１リ ﾀﾄ税）

３０分

２，()０ 1【）（外税）

ｌｉＩｌＩ特》１１%ｌＬｉｊ
lllil 

５，５００１【］（外税）

l1I71 

１１，０００１リ（ﾀﾄ税）
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終糺ＭｌｌｌｌＦい染艦ま別多司しい進つ作協めをしに姿憐て
「ん作故今しが術た途<Ｂ雌た以まめた成まノ」て報シま催ｉｉｌＡ)畑い
しで組の後たｌＨも、対ｌｌ１ＩＳ後。上しるｌｉをたをお｜'ナカＬＩ１ｌｉ会客作き
ま欲織無、いる行加東てＥにでた〕Ｉｉ１Ｉ行、ｉＩｊりし駆た兼をな六た
ししがい綴Ｌ・よな工とお’1Ｍ．翁゜をイ〈な今度、、膝・案設ど組い
たい緒よ付うつ腸しり迎IWj縦、頃うイ1三噸＃{【ｊ１Ｌ対を綴に識Ｌ・
・と集う作にて鈴て÷で橘案,|Ｍ二に度い除い策作しつの
ｌＪｌｌし、業'１：きし典行力１１会原勝り〔Ⅶ１はま仁時に収、いポ'１

蒸篭簾鯏'1繩Ⅶそw｣k'ifMiR：と迄＃
蕊越Iiルリ脇が腿い緊糊K，總建Ｗ・砧<’１１，１鰄

瀞辮鰔：総i螺戦ｉｌ、が、まなで終のの進過たで,iljuL

ＦⅣ 

白白凸■ ■▲■■●｢ 

、
i'''二！

穴§

鑿

戸巳

会員の結集により、

品質､生産向上を目指そう。

●第５回生食･ｶﾛｴ馬鈴しよ部会定期総会
鑿

□ゼ

ミ【

｢ 

一

｣'１桁し針しいとなｊＬささ，瀧南iiiド中細た111]・会津
をしてのてまくのが祈臘iiill会ま役れれ案武を標谷武・膿のｌ１１ＩＶｚ
ｌＭ：、￣作、たｌｉ炎らf1２１１公しｊｉまたの（ﾉl：い津」を１１１協第農成

:柵１m蝋:ｌＭ１ｉ､灘難藤；灘ｌｌｌＬｉ１のをｆｒｌし１ド光は
し

会結Ｙｒと上Ｏしの進地砿ｌｌｌＪｉｂｌｌｌ

鑿を,,蔦凱,ｉ１ｐ。$Ⅱ進,収jミ端雌腓il1li4反鳥Iliブ催で総'Ⅱ川し蝶、、にフた収をノC：蝉

し,乳,i罐験Iナジを釣ｹﾋﾞﾉﾐ,,膿雄論ノｊ－Ｌを後次｣機｜ドボ,!'（
・て,:端職クなiiI,息阿蘇、遵禦辮鰯ボW;後ｉｉｉ,,;ゼI（たつ｜ｈＩ１蝋てエ行、￣‐

いを塵嶬}つ櫛化ｲEIE圧''Ｆ’'’鮴Lfliiili蝋iiiliiiMl〈Ⅱ辿垢とて片し￣－－－さ

■ 

1１ 
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Tﾂ適う讃JMA』句題で云琶J型

高品質な生産Jir6

、

定期総会●なかしくつグリーンクラブ

事全通察し鱗かン１１ｋざ総か

雁が玉取業。Ｍ〔祝ｉＩｌＭｔ１１ｌＡｆまがく戒
をｊｉしや１；た踵らタ町！〕ｌｊれ全し１２

鰯1iili漂鱗慥鰍
繍鰈ｌｉ繕j(臓緋｜
まんと勉内に、南、後家ラーニ

報灘鱗1Will:！

'E、

● 

,．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。．．．．．．．．。．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・：
● 

d 

▲ 

■▲■■ 

７１のｌｉｌにに
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発
な
質
問
も
出
き
れ
、

再
認
識
の
勉
強
会
に
な
り
ま
し
た
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中
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乳
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改
良
同
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第
１
回
勉
強
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さた」1FしIilIに＃した’１，$（氏い
いしをて志な、参・かよて
゜まタお金つｉＩｊＤｌｌらり｜Ⅲ
すＩりでた，湛荷貯艮題
のゲまはの,識よｉＭｉｌｉｌＴ定
でｖす年でのりまサ雑
、卜｡＝は避活でイが
どにげ（ｌｉｉｌなｌＬｋ雅脱しな
し勉’''１のいもなⅡ)１１さ
ど強も勉でふＩ'｛がジオＬ
し会今リ｡iしまＩＨＩなに、
ごを知会上えなざつ後
参ｌｌｌ１リをう、どれい１ｔ
111］’''１た］亀か勉川まて、
「いいだ。強さし採原
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繭富饒Ｍ１鴎齢

鯵
一

HｐｈＹＯＵＴＨ 

生
産
者
と
し
て
、
青
年
部
と
し
て
、

ど
う
す
べ
き
か
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

詩 ＃ 
即

寝
； 

-

-111 

C 

■ 

(： 

戸。

全部員一丸となって
青年部の組織をつくろうｃ

第54回青年部通常総会
青年部長佐々木大』Iilli

全道ＪＡ青年部定期総会
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へと仮いＩ上雄

新採用職員オリエンテーション
職員歓送迎会
監事協議会総会
新規融資協議
和牛振興会役員会
第１監事会
ＳＣＭ３役会
コントラ協議会、準備会、設立総会
第３回乳牛改良同志会役員会
生食･カロエ馬鈴しよ役員会
普及センター打ち合わせ
第１回女性部役員支部長会議
青年部監査
青色申告会役員会
原種農場運営委員会
第２回青年部役員会
第１回生産委員会
ＮＳＨ利用組合打ち合わせ
酪農ヘルパー監査
第１回営農委員会
乳牛改良同志会勉強会
グリーンクラブ定期総会
第１回酪農ヘルパー役員会
だし､こん部会栽培講習会
経営構造対策事務検査
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農場リース事業説明会
中標津地区集落委員会
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昭和20-34年頃まで馬車に刈りとったデントコーンを満

載に積んでつみあげ、農業試験場の指導を受けながら、

切り込み作業をしたものです。

どちらも、力のいる肉体労f働でした曰，．

写真提供藤井弘美氏
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